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 学習活動の調査の方法は，これまで，教師と学習者の関係が主であった．しかし，家庭

では，親子の活動が重要であり，また，メディアの発達で親子が共同作業ができる教材の

提供も多くなってきた．このため，親子の共同作業がよりよい活動の環境・教材の提供・

活用ができる整備のための研究が必要である．このため，今回「動く紙おもちゃ作り」の

親子の共同作業の時系列での活動を調べる基礎研究として，活動のプロセス（活動の流れ）

について行動カテゴリーシステムを利用し，活動の分析・コード化とその表示法の検討を

行った．その結果を用いた，親子の相互の関係を調べる方法について検討した． 
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１．はじめに 

  

親子の関係は，すでに「動く紙おもちゃ作り」

では，行動カテゴリーの方法から始まり，多く

の試行研究がなされてきた．特に，これらの研

究では，フランダースン，OSIAや坂元昻，小

金井正巳をはじめ，教育学，心理学など各分野

の基礎研究を基盤にした理論的な背景をもと

に，行動カテゴリー等の構成がなされてきた．

その後，水野政雄氏の授業による「動く紙おも

ちゃ作り」を，遠隔教育システムを用いて受

信・提示し，実際に幼児と親とを中心に，その

共同作業の状況を記録した．記録の方法として

は，観察者が，親子の行動活動を活動原簿に記

入し，その一方でビデオカメラで撮影記録した．

その映像データおよび活動原簿を用いて，親と

子どもの行動をカテゴリー化した．このコード

化データは，5秒間隔で行動カテゴリー表を参

考に構成した．（この行動カテゴリー表は，今

回の「動く紙おもちゃ作り」の一連の研究で，

共通に利用している．表 1に示す．） 

 一連の親子の作業活動のプロセスのコード

データは，教育実践活動を見るときの基礎デー

タであり，これを用いていかに処理するかが大

きな課題である．そこで，今回は，一連のデー

タのプロセスの表示方法を試行し，そこから新

しい処理の展開と，その利用方法について検討

したので報告する． 

 

 

表１．カテゴリー表 



 

２．「動く紙おもちゃ作り」の活動の記録 

  

活動を観察・記録し，それを，行動カテゴリー表を用いて各ステップ（5 秒間隔）でコ

ード化した．次に，その活動状況を示す． 

 

（１）活動状況の記録データ 

 

 

 

 

沖縄（親子の様子：5 秒間隔） camera-2 
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（２）親子の活動の原簿 

 「動く紙おもちゃ作り」の親子活動原簿を次に示す．（◎印は主になった活動．○印は準

になった活動，または両者に○の場合は同じ状況を示す．）  

 

活動原簿表     

教材  カラカラ   NO.１     

  グループ名     記録者   新垣  由希乃，照屋小百

合  

    分  秒  
親

（親） 

子

(子） 
行動記録メモ 

M（提

示） 

5 19 分 00 秒        M3 

10 5       M3 

15 10       M3 

20 15       M3 

25 20       M2/M3 

30 25       M3 

35 30       M3 

40 35       M3 

45 40 ◎   
親［カラカラするって」子１

子２に声がけ 
M3 

50 45       M2/M3 

55 50 ◎   親見本用紙を見る M2/M3 

60 55   ◎ 
子２が親へ「竹ひごってな

あに？」質問  
M2/M3 

5 20 分 00 秒    ◎ 
子２が子１に「これ？」と竹

ひごを見せ質問  
M3 

10 5       M3 

15 10 ◎ ○ 

親材料準備，見本を手に

する/子１親から見本を取

る 

M3 

20 15   ◎ 
子１「これ持って帰っていい

の？」親［うん」  
M5a 

25 20   ○ 
親スクリーンの説明を聞

く．うなずく 
M5a 

30 25       M5a 

35 30   ◎ 
子２は離席し立って活動．

子は見本で遊ぶ 
M5a 

40 35   ◎ 

子２に子１がカラカラを持っ

て「これって何するの？」質

問  

M5a 

45 40   ◎ 
子２が子１に「貸して」と頼

む 
M5a 

50 45   ◎ 
子２「ビュンビュンして！」

子１言われたようにする  
M5a 

55 50   ◎ 子２着席  M3 

60 55   ○ 
子１テープを持って「もうさ

あ！こんなやっていい？」  
M5a 

5 21 分 00 秒  ○ ◎ 
子１「いいんじゃない？」親

［うん」 
M5a 

10 5 ○ ◎ 

子１周りの状況を見渡す．

「やっていいよ」と親に知ら

せる 

M5a 

15 10 ○   親「じゃ，やってみよう」 M5a 

20 15 ◎ ○ 
子１作業に入り親「もうちょ

っと長く」アドバイス  
M5a 

    ◎ ○ 
親「○○○君こんなして」誘

導  
M5a 

25 20 ○ ○ 遊びをやめた M5a 

30 25 ◎ ○ 

子１「テープ？」親「うん」テ

ープが貼りやすいように手

助け 

M5a 

35 30 ◎ ○ 
子２様子をみて，材料を準

備し待機  
M5a 

40 35       M5a 

45 40       M5a 

50 45   ○ 
子１がテープを貼り続け

て，子２が見ている 
M5a 

55 50 ◎ ○ 親「○○○君さー」声がけ M5a 

60 55 ◎ ○ 
親「○○○君もこんなして」

と指示  
M5a 

5 22 分 00 秒  ◎ ○ 親が子２に作り方を教える  M5a 

10 
5 ◎ ○ 

親が子２に「もっと前が長

め！」と指示  
M5a 

      

      

      

      

      

      

      

15 10 ◎ ○ 

子２が前後を間違え，親が

「違う．これが前」指示．子

２親に動作で確認  

M5a 

20 15 ◎ ○ 

親「貸して」子２からコップ

を取る．親，子２にテープを

貼るように促す 

M5a 

25 20 ◎   子１周りの様子を観察  M5a 

30 25     
子２親は作業を続ける．子

１は２人を見ている 
M5a 

35 30     同様  M5a 

40 35     
子２テープを親の元へ置

く．親他の作業へ 
M5a 

45 40   ○ 子１テープを貼り始める  M5a 

50 45 ◎   親「○○○君これやる？」  M5a 

55 50 ◎   
親材料を見せて「長いの

と，短いの」竹ひごを渡す  
M5a 

60 55 ◎   親「まず」教え始める M5a 

5 23 分 00 秒  ◎   
子２竹ひごで遊ぶ．親は子

１に作り方教える 
M5a 

10 5 ◎   
親は子１に材料を渡してい

く．子１は親の動きを見る 
M5a 

15 10 ○ ○ 
子１竹ひご観察．子２竹ひ

ごで遊ぶ．親準備  
M5a 

20 15 ◎ ○ 
親，子が持っている物を取

って，作り始める 
M5a 

25 20 ○ ◎ 

親の作業を見て子「代わ

る！」テープを取って貼る．

子２は２人の様子を見る  

M5a 

30 25       M5a 

35 30 ◎ ○ 
親は子に説明．でも作って

いるのは親  
M5a 

40 35     
子２竹ひごを持つ．２人の

様子をまじまじと見る 
M5a 

45 40   ◎ 
子２がテープを取り，一人

で作り始める 
M5a 

50 45   ◎ 子２，子１に何かを見せる M2 

55 50     
子１，子２竹ひごを持つ（指

示待ち） 
M2 

60 55     
子２ 一人で黙々．親が子

１に教える 
M2 

5 24 分 00 秒    ○ 
子１，子２竹ひごで作業．

親見守る 
M2 

10 5 ◎ ○ 
子１が親へ作り方に対し質

問．親やってあげてる 
M3 

15 10 ○ ◎ 
親「こっちから入れてもいい

よ」子１に助言  
3/M5a 

20 15 ◎ ○ 

親助言するが子１から取っ

て作業．子２一人で黙々作

る 

M5a 

25 20 ○   

親は説明を聞きながら進

め，子１は見ている．子２

途中経過を見せようとする  

M5a 

30 25 ○   
子２，親に見てもらおうと近

くで動かす．親作業に夢中  
M5a 

35 

 
30 ◎ ○ 

子１「ここでとまる」作業に

参加親「いいよ」と止め取

る． 

M5a 

40 35 ○ ◎ 
親「危なくないようにやっ

て」注意．子１と２人で作業  
M5a 

45 40   親，子１スクリーンを見る M5a 

50 45  ○ 
子２，親に途中経過を見せ

る 
M5a 

55 50 ○  
親見本作品を回してみる．

子１２は親を見る 
M5a 

60 55  ○ 
子１，親から見本作品を取

る 
M5a 

 



 

 

（３）親子の活動コード化 

原簿行動カテゴリー表を用いて，活動原簿の 5 秒間隔をコード化した． 
 

活動原簿表  2009 年 10 月 11 日 

教材                

NO.         
ｶﾗｶﾗ 1  

 グループ名   
記録者  新垣 由希乃，

照屋 小百合 

      

    分 秒 親（親） 子(子） 行動記録メモ 

5 １９分００秒       

10 5       

15 10       

20 15       

25 20       

30 25       

35 30       

40 35       

45 40 ◎ P12  S4 
親［カラカラするって」子１

子２に声がけ 

50 45  P13a  S4   

55 50 ◎ P9  S4 親見本用紙を見る 

60 55  P4 ◎ S8 
子２が親へ「竹ひごってな

あに？」質問 

5 ２０分００秒  P13a ◎ S8 
子２が子１に「これ？」と竹

ひごを見せ質問 

10 5  P13a  S×   

15 10 ◎ P13a ○ S× 

親材料準備，見本を手に

する/子１親から見本を取

る 

20 15  P4 ◎ S8 
子１「これ持って帰ってい

いの？」親［うん」 

25 20  P13a ○ S× 
親スクリーンの説明を聞

く．うなずく 

30 25  P×  S×   

35 30  P× ◎ S× 
子２は離席し立って活動．

子は見本で遊ぶ 

40 35  P× ◎ S8 

子２に子１がカラカラを持

って「これって何する

の？」質問 

45 40  P× ◎ S× 
子２が子１に「貸して」と頼

む 

50 45  P× ◎ S× 
子２「ビュンビュンして！」

子１言われたようにする 

55 50  P× ◎ S× 子２着席 

60 55  P1 ○ S× 
子１テープを持って「もうさ

あ！こんなやっていい？」 

5 ２１分００秒 ○ P4 ◎ S× 
子１「いいんじゃない？」

親［うん」 

10 5 ○ P4 ◎ S13a 

子１周りの状況を見渡

す．「やっていいよ」と親に

知らせる 

15 10 ○ P7  S4 親「じゃ，やってみよう」 

20 15 ◎ P2 ○ S4 
子１作業に入り親「もうち

ょっと長く」アドバイス 

    ◎ P1 ○ S4 
親「○○○君こんなして」

誘導 

25 20 ○ P13a ○ S× 遊びをやめた 

30 25 ◎ P1 ○ S6 

子１「テープ？」親「うん」

テープが貼りやすいように

手助け 

35 30 ◎ P1 ○ S× 
子２様子をみて，材料を

準備し待機 

40 35  P1  S×   

45 40  P1  S×   

50 45  P1 ○ S× 
子１がテープを貼り続け

て，子２が見ている 

55 50 ◎ P13a ○ S× 親「○○○君さー」声がけ 

60 55 ◎ P13a ○ S× 
親「○○○君もこんなし

て」と指示 

5 
２２分００秒 

◎ P3 ○ S5c 
親が子２に作り方を教え

る 

10 5 ◎ P7 ○ S5c 
親が子２に「もっと前が長

め！」と指示 

15 

10 ◎ P7 ○ S5c 

子２が前後を間違え，親

が「違う．これが前」指示．

子２親に動作で確認 

20 15 ◎ P1 ○ S5c 

親「貸して」子２からコップ

を取る．親，子２にテープ

を貼るように促す 

25 20 ◎ P5c  S5c 子１周りの様子を観察 

30 25  P5c  S5c 
子２親は作業を続ける．

子１は２人を見ている 

35 30  P1  S5c 同様 

40 35  P5c  S5c 
子２テープを親の元へ置

く．親他の作業へ 

45 40  P5c ○ S5c 子１テープを貼り始める 

50 45 ◎ P8  S5c 親「○○○君これやる？」 

55 50 ◎ P2  S4 
親材料を見せて「長いの

と，短いの」竹ひごを渡す 

60 55 ◎ P3  S4 親「まず」教え始める 

5 ２３分００秒 ◎ P3  S4 
子２竹ひごで遊ぶ．親は

子１に作り方教える 

10 5 ◎ P13a  S9 

親は子１に材料を渡して

いく．子１は親の動きを見

る 

15 10 ○ P13a ○ S× 
子１竹ひご観察．子２竹ひ

ごで遊ぶ．親準備 

20 15 ◎ P13a ○ S× 
親，子が持っている物を

取って，作り始める 

25 20 ○ P5a ◎ S5a 

親の作業を見て子「代わ

る！」テープを取って貼

る．子２は２人の様子を見

る 

30 25  P5a  S5a   

35 30 ◎ P3 ○ S4 
親は子に説明．でも作っ

ているのは親 

40 35  P3  S× 
子２竹ひごを持つ．２人の

様子をまじまじと見る 

45 40  P5a ◎ S13a 
子２がテープを取り，一人

で作り始める 

50 45  P5a ◎ S× 子２，子１に何かを見せる 

55 50  P5a  S13a 
子１，子２竹ひごを持つ

（指示待ち） 

60 55  P3  S5a 
子２ 一人で黙々．親が

子１に教える 

5 
２４分００秒 

 P5c ○ S5c 
子１，子２竹ひごで作業．

親見守る 

10 5 ◎ P4 ○ S5c 
子１が親へ作り方に対し

質問．親やってあげてる 

15 10 ○ P3 ◎ S5c 
親「こっちから入れてもい

いよ」子１に助言 

20 15 ◎ P5a ○ S5a 

親助言するが子１から取

って作業．子２一人で

黙々作る 

25 20 ○ P3  S4 

親は説明を聞きながら進

め，子１は見ている．子２

途中経過を見せようとす

る 

30 25 ○ P1  S4 

子２，親に見てもらおうと

近くで動かす．親作業に

夢中 

35 30 ◎ P5c ○ S5c 

子１「ここでとまる」作業に

参加親「いいよ」と止め取

る． 

40 35 ○ P5c ◎ S5c 

親「危なくないようにやっ

て」注意．子１と２人で作

業 

45 40  P5c  S5c 親，子１スクリーンを見る 

50 45  P5c ○ S5c 
子２，親に途中経過を見

せる 

55 50 ○ P13a  S9 
親見本作品を回してみ

る．子１２は親を見る 

60 55  P13a ○ S13a 
子１，親から見本作品を

取る 

5 ２５分００秒  P13a ○ S1 
子１作品見本で遊ぶ．子

２スクリーンを見ている 

10 5  P9 ○ S9 子１見本観察 

15 10  P9  S9 同様 

20 15  P9  S9 同様 

25 20  P5a ○ S9 
親次の手順に進み始め，

子１が反応（見る） 

(注)S5c と P3，P7 があり，子どもとの共同作業と同時に親が説明・指示をしている． 



 

 

30 25 ◎ P3 ○ S4 
親，子１へ作り方教える

「目つけよう！」 

35 30  P1 ◎ S5a 

親の目の前の材料を子１

強引に取る．子２作業しな

がら見ている 

40 35  P4 ○ S8 
子２「目ってどんなー？」

質問 

45 40  P4 ◎ S13a 
子１が子２に指をさして教

える「これ！」 

50 45  P13a ○ S× 
親作業準備．子２いなくな

る 

55 50 ◎ P7 ○ S× 親，子１へ指示．子２着席 

60 55  P5a ○ S× 
子１「可愛くした方がいい

かな？」子２様子を見る 

5 ２６分００秒 
○ P1 

◎ S8 
子１「これどっちに貼る

の？」親「こっちに」 

10 5 ○ P3 ◎ S5a 
子１，親の説明通りに進

める 

15 10 ○ P9 ◎ S5a 子２は一人で作る． 

20 15  P9  S5a 同様 

25 20 ◎ P3 ○ S4 
親「これが下」と説明しな

がら子１の作品を作る 

30 25  P5c  S5c 同様 

35 30  P5c  S5c 同様 

40 35 ○ P3 ◎ S2 
子２作品を親に「見て！」

親すぐに間違いを指摘 

45 40 ◎ P13a ○ S4 

親間違いを指摘し，向き

を変えてあげる．子２「あ

あ～！！」 

50 45  P1 ○ S5a 
子１，子２作業を続ける．

親スクリーンを見る 

55 50  P1  S5a 同様 

60 55 ○ P5c ◎ S5c 
親，子１が作業しやすいよ

うに手助け 

5 ２７分００秒 ○ P3  S5a 
親，子１へ作り方説明「こ

っちを切る」 

10 5 ○ P6 ◎ S5a 
子２切る部分をさわって確

認 

15 10  P5c ◎ S5c 
親，子１へ手助け．子２一

人で作業 

20 15  P5c  S5c 同様 

25 20 ○ P5a  S9 親のみの作業 

30 25 

 P3 

○ S5a 

前回の作品の場所を確認

「さっきの２つは？親「失く

すから入れてる」 

35 30 ○ P3  S5c 
親，子１へ作業説明．子２

一人で作業 

40 35  P3  S5c 同様 

45 40  P3  S5c 同様 

50 45 ○ P13a  S× 
子１飽きたのか説明を聞

かない．親整理する 

55 50  P5a ○ S× 
子２が親へ話かける．子１

間で２人の様子を見る 

60 55 ○ P3  S5a 
親「のりで！」と子２へふ

たを開けて渡す 

5 ２８分００秒 ◎ P5c ○ S5c 
親，子２を手伝う．子１作

業の様子を間で見る 

10 5  P5c ○ S5c 
子１細かい動きまでしっか

り見ている 

15 10  P5c ○ S5c 
子１急に親からのりを取っ

てふたを閉める 

20 15  P5c  S5c 個々で作業をしている 

25 20  P5c  S5c 同様 

30 25 ○ P1 ○ S9 
親スクリーンを見る．子２

は親の作業を見て作る 

35 30  P5c  S9 同様 

40 35  P5c  S9 同様 

45 40  P5c  S9 同様 

50 45 ○ P5c ○ S5c 
親，子２へのりを貸して！

と要求 

55 50 ○ P5c ○ S5c 
子１「はさみあっちにある

じゃん！」と親へ言う 

60 55  P4 ◎ S5c 
親が紙を切っている隣か

ら，子１何らかの指示 

5 ２９分００秒 ◎ P3 ○ S4 

切っている親に対し子１

「ストローはあっち？」と声

がけ 

10 5 ◎ P5a ○ S5c 親切って終わって返事 

15 10 ○ P5a  S5a 子１，親が切ったものを観

察．子２一人で作業． 

20 15 ○ P5a  S1 

子１スクリーンを見る．親

「待ってよ！」と子２へ声

がけ 

25 20 ◎ P5a ○ S13a 子２，親の様子を確認 

30 25 ◎ P5a ○ S8 
子２，親へ「見て」声がけ．

親は子１の座り方に注意 

35 30 ○ P1  S5a 
親すぐスクリーンを見る．

子２一人の作業に戻る 

40 35  P5c  S5c 
同様．子１自分の洋服襟

を噛んでいる 

45 40  P5c  S5c 同様． 

50 45  P5c  S5c 同様 

55 50  P5c  S5c 
子１頭に手をおいてつまら

なそう．周りを見る 

60 55  P5c  S5c 同様 

5 ３０分００秒 ○ P5c ○ S5c 子１うつむいてしまう 

10 5 ○ P5c ○ S5c 親，子２の作業は続く 

15 10 ○ P5c ○ S5c 同様 

20 15 ○ P5c ○ S5c 
親，子２に折り紙を渡す．

同時に子１が動き出す． 

25 20 ○ P5c ◎ S6 
子２「切れた！」と親に折

り紙を見せる 

30 25 ◎ P3 ○ S8 

親「これだけ使うって！」

子２「これだけ？」と指示，

確認 

35 30 ○ P4 ◎ S8 

２人の様子を見て子１が

親へ「二つなの！？」と質

問 

40 35 ◎ P5a ○ S9 
親「うん」子１，子２は親の

様子を近づいて見る 

45 40 ◎ P7 ○ S5b 

親「三角に折って」指示．

子２指示通り作業．子１の

りを出す． 

50 45 ○ P6  S5a 親は子２の作業を確認 

55 50  P5c  S5c 
子１は親にのりについて

話す 

60 55 ○ P5c  S5c 
親，子１の話にうなずくの

み 

5 ３１分００秒 ○ P5c  S5c 

親，子２へ「○○○君貸し

てね」と道具を取る．子２

無反応 

10 5 ○ P5c ○ S5c 
親，子２は作業．子１は飽

きている様子 

15 10  P5c ○ S5c 

子２，親の動きを見る．親

は子２が見えるように作

業 

20 15  P5c ○ S5c 
同様．子１違う所を見てい

る 

25 20  P5c ○ S4 
親言葉を入れて説明．子

２立ち上がって聞く 

30 25 ○ P5c ◎ S6 
子２，親の動きを見ながら

進める 

35 30  P5c  S5c 
子１下を向いて，作業に

関心なし 

40 35 ○ P1  S5a 

親立って作業している子２

に対し「ちゃんと座って」指

示 

45 40  P1 ○ S5c 
子２作業は止めず，指示

通り着席 

50 45  P1 ○ S5c 
子１，親へ声がけ．親は

子１を見てすぐに作業 

55 50 ○ P5c ○ S5c 
親，子２作業．子１手あそ

び 

60 55 ○ P5c ○ S5c 同様． 

5 ３２分００秒 ○ P5c ○ S5c 同様 

10 5 ◎ P3 ○ S5c 
親，子２へ見せながら説

明． 

15 10 ◎ P5c ○ S5c 同様 

20 15 ◎ P5c ○ S5c 

直接声はかけないが，親

は子１の目の前で子２へ

説明 

25 20 ◎ P5c ○ S5c 同様 

30 25  P5c ○ S5c 子１が動き出す 

35 30  P5c ○ S5c 

子１椅子を座りなおし，ス

クリーンを見る．親，子２

は作業 

40 35 ○ P5c  S5c 
親，子１の名前を呼び気

を引く 



 

 

３．活動原簿の時系列表示（プロセス表）  

 

（１）親子の活動プロセス（共同作業の流れ） 

 「動く紙おもちゃ作り」の活動原簿表をもとに，共同作業の流れを示す活動プロセス表

を作成した．この表は，前頁の活動原簿の中のコードを 5 秒間隔で親と子どもの各行動カ

テゴリーの位置にプロットした．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．Ｂ親子の活動プロセス表 

(注)S5c と親のコードの出現の様子  

S5c 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ親子の活動プロセス表 

Ｄ親子の活動プロセス表 Ｅ親子の活動プロセス表 

Ａ親子の活動プロセス表 



 

 

（２）親子の活動プロセスでの主な活動の様子

親子の活動の全体的な様子は，それぞれの行動カテゴリーの出現頻度からどのような活

動が多かったのか，またその分布傾向から検討すべき事項を考察することができる．次に，

親と子の行動カテゴリーの出現頻度を示す． 

親 出現数 出現率（％） 子 出現数 出現率（％）

P1 19 6.8 S1 2 0.7

P2 13 4.6 S2 6 2.1

P3 30 10.7 S3 2 0.7

P4 12 4.3 S4 36 12.9

P5a 19 6.8 S5a 30 10.7

P5b 0 0.0 S5b 1 0.4

P5c 120 42.9 S5c 130 46.4

P6 5 1.8 S6 4 1.4

P7 13 4.6 S7 0 0.0

P8 4 1.4 S8 11 3.9

P9 6 2.1 S9 15 5.4

P10 1 0.4 S10 3 1.1

P11 0 0.0 S11 0 0.0

P12 2 0.7 S12 0 0.0

P13a 23 8.2 S13a 13 4.6

P13b 0 0.0 S13b 0 0.0

P14 0 0.0 S14 0 0.0

Px 13 4.6 Sx 27 9.6  

 

親子の行動カテゴリーの出現頻度分布を見

ると，P5c，S5c が 40％以上で親子が実際に

共同作業を進めている様子が見られる．ただ，

その中で S5c と P5c の差が 10 個あり，P5c

の親が少ない．これは，親が共同作業と同時

に他の行動をしていることを示している．こ

の内容の調査は，実際に，相互の関係を活動

のプロセスの中で調べる必要がある． 

 また，P3（親の説明）が 30 で S4（話しを

聞く）36 であり，子どもによく説明している

状況を見ることができる．例(注)では，親が

作業しつつ，説明・指示している． 

 Px と Sx が多く，とくに Sx（無関係な動

き）が 27 と多くなっている．このことは，「動

く紙おもちゃ作り」と無関係な行動であり，

いつどのような状況で出現しているのか調べ

る必要がある． 

 この他にも，各行動カテゴリーから検討す

べき課題が出てくる．これらを解釈するのは，

ビデオ映像や，活動の流れ，プロセス表を調

べる必要がある．そこで今回，活動の流れ図，

すなわち，行動プロセス表を作成した．（前頁） 

 

活動の流れ（活動プロセス表） 

活動の流れを活動プロセス表として示した

が，その中で，親子の関係を調べることが可

能である．たとえば，カテゴリーの分布で多

かった Px，Sx（無関係な動き）は，指導者

（水野氏）が，次の作品を実際に共同作業で

作り始める前の時間，作品と次の作品作りの

間に親子とも多く出現している．（すなわち，

次の作業指導を待つ時間である．） 

 S5c と P5c（共同作業）の差は，親が子ど

もと共同作業をしていて，指示や説明をして

表３．親子の行動カテゴリー出現頻度分布 

 



 

 

いることが活動プロセス表から見られる．た

とえば，22 分頃には，S5c と P7（指示）と

S5c と P3（説明）が出てきていて，親が共同

作業と説明や指示をしている様子が判断でき

る．（親は，作業と説明指示の二つの動作を同

時にしている）ことが示されている． 

 ただ，このような状況のとき，二つの動作

を併せてコード記号化することも可能である

が，今回は主となる行動カテゴリーを記入し

た． 

学校教育での授業分析では，二つの行動が

重要になると考えられ，今後，二重表示また

は，組み合わせた新しいコードの作成が必要

になる． 

 大きな作業の流れとしては，いつ・どのよ

うな相互に活動していたか，親子のグラフか

ら，その様子を知ることが可能である．  

このように，作業の流れの中で，親子が，

どのように活動しているか時系列で調査する

基礎資料として，行動プロセス表は利用でき

る． 

 

４．おわりに 

 

 「動く紙おもちゃ作り」の親子の共同作業

における行動分析の基本は，行動原簿の作成

であり，親子の行動を分類し，その行動のプ

ロセスの調査方法を可能にした． 

 とくに，各ステップ（5 秒間隔）での親子

の関係を調べるには，その出現頻度を調べ，

その傾向を検討してきた．出現頻度の分析で

の課題は，その内容について，分析ができな

いことである． 

 このため，一連の行動カテゴリーコードを

時系列に並べ，コード間の関係の調査を可能

にした． 

 また，このような時系列処理は，行動の流

れを示し，どのような行動（活動）のプロセ

スで，学習が展開していくかも判断でき，授

業分析等でも役立つ処理方法と考えられる．

このため，さらに，学習での利用にも発展さ

せ，新しい授業分析の方法として今後確立さ

せていきたい． 

今回の研究には，沖縄女子短期大学の多様

な支援・協力をいただき，また，実践での岐

阜女子大学，水野政雄氏，とくに根間ヒデ子

氏には沖縄での親子や教師への案内，学生の

共同研究実践に大変お世話になり，ここに厚

く感謝の意を表します． 
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